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内容 企画

①
男
女
共
同
参
画

推
進
本
部
研
修

対　象：岸和田市男女共同参画推進本部
　　　　　本部員（市長）、副本部長（副市長・教育長）、本部員（全部長）、幹事（全課長）
目　的：民間企業の事例をとおして、女性の活躍と人材育成を学び、職員の能力が発揮
　　　　　できる組織づくりをめざす。
時　期：７月14日（水）　2部制（オンライン研修）
テーマ：「男女共同参画社会の実現をめざして～女性職員の活躍と人材育成～」
講　師：パナソニックリフォーム株式会社　人事企画課課長　野下由美子さん
出席者数：本部員18名　幹事60名

②
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共
同
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進
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部
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務
担
当
者
研
修

対　象：男女共同参画推進本部　各課実務担当者
目　的：市民生活全般に関わるSDGｓを男女共同参画の視点で考える。
時　期：10月22日（金）午後　２部制
テーマ：「最近よく聞く『SDGs』ってなに？　～男女共同参画から考える～」
講　師：一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター所長　三輪敦子さん
出席者数：実務担当者　60名　参加希望者３名

③
プ
ラ
ン
周
知
の
た
め
の

職
員
研
修

対　象：課長以下全職員（再任用・会計年度任用職員を含む）
目　的：経験の少ない大規模災害時に、市職員として男女共同参画の視点による適切な
　　　　　行動をとるために、必要な意識の改革と知識の習得をめざす。
時　期：10月～令和４年２月の間に計31回
テーマ：なぜ男女共同参画の視点が必要か　～安心できる避難所づくりから考える～
内　容：内閣府「災害対応力を強化する女性の視点」実践的学習プログラムを活用し、
　　　　　人権・男女共同参画課職員が企画・運営
出席者数：職員　1,032名

④
女
性
職
員
エ
ン

パ
ワ
メ
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ト
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修

対　象：担当長及び主査である女性の職員
目　的：女性が自信とモチベーションを持って働き続けるために必要なことを考える。
時　期：10～11月
テーマ：「（仮）どうする？　自分、しごと、ミライ」

→今年度未実施

子
育
て
支
援
関
係
者

⑤
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ビ
ッ
コ
ホ
ー

ム
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修

目　的：子どもが自己肯定感を育み、性別にとらわれない生き方を選択できるよう、子ども
　　　　　に接する際に必要な視点を学ぶ。
時　期：令和４年３月10日（木）
テーマ：「子どもが自信をつける言葉がけ・自信をなくす言葉がけ
　　　　　～女らしい 、男らしい　あたり前ってどういうこと？～」
講　師：NPO法人SEAN　理事　戎　多麻枝さん
出席者数：支援員・補助員　47名　見学者１名

令和３年度男女共同参画啓発事業の実績
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内容 企画

⑥
男
女
共
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目　的：第４期きしわだ男女共同参画プランを周知し、あらゆる場面での男女共同参画を
　　　　　進めていくための理解を深める機会とする。
時　期：令和４年１月22日（土）
テーマ：「幸せを求めて…」
内　容：①講演「心をくじく『駄言』をなくすために」
　　　　　　 講師　『日経xwoman(クロスウーマン)』副編集長　小田舞子さん
　　　　  ②パネルディスカッション「幸せのカタチはいろいろ」
 　　　　　 コーディネーター：小田舞子さん
　　　　　　パネリスト：青山織衣さん（コミュニティワーカー）
　　　　　　　　　　　　　双和光雄さん（男のええ加減料理クラブ　代表）
　　　　　　　　　　　　　中川麗子さん（岸和田女性会議　代表世話人）
　　　　　　　　　　　　  藤本正博さん（八木地区市民協議会　会長）

→新型コロナウイルス感染拡大により令和４年度に延期

⑦
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区
別

人
権
セ
ミ
ナ
ー

目　的：岸和田市人権協会が地区市民協議会等と協働して開催するセミナーに参画し、
　　　　　性別役割分担意識の払拭や男女共同参画意識づくりを地域で広める。
時　期：10～11月
テーマ：女性の人権
内　容：DVD「話せてよかった」視聴と人権・男女共同参画課職員による講話、プランの説明
出席者数：372名（13会場）

市
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事
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所
対
象

⑧
事
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目　的：新型コロナウイルス感染拡大により働き方が大きく変化した現在、多様性のある
　　　　　組織が発揮する力を考える。
時　期：令和４年１月14日（金）
テーマ：「 より良い職場環境づくり」
講　師：大阪企業人権協議会　芝本　正明さん
出席者数：14名
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